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10
月
4
日
（
土
）、
戸
沢
村
中
央
公
民

館
体
育
館
を
会
場
に
「
戸
沢
村
村
制
施
行

70
周
年
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
4
月
1
日
に
旧
戸
沢
村
、
古

口
村
、
角
川
村
の
3
村
が
合
併
し
、
戸
沢

村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
戸
沢

村
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
や
ご
来
賓
、

村
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
が
参
列
し
、
記

念
す
べ
き
節
目
の
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
加
藤
村
長
が
昨
年
の
豪
雨

災
害
を
振
り
返
り
、
ご
支
援
・
ご
協
力
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

村
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
誇
れ
る
村
づ
く

り
」
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
て
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
野
で
村
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
特
別
功
労
者
表
彰
と
感
謝

状
、
入
賞
者
に
は
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
か
ら
、
戸
沢
村
の

こ
れ
ま
で
の
功
績
へ
の
賛
辞
と
、
更
な
る

飛
躍
を
期
待
す
る
多
く
の
祝
辞
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戸
沢
学

園
6
年
矢
口
陽
翔
さ
ん
、
9
年
西
嶋
優
平

さ
ん
の
2
名
が
発
表
し
、
戸
沢
村
の
未
来

へ
の
期
待
や
抱
負
を
明
る
く
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
は
今
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
り
地
域
課
題
の
解
消
を
図
り
、

村
民
の
方
々
と
一
丸
と
な
っ
て
村
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未来につなぐ未来につなぐ

祝辞を述べる齋藤最上総合支庁長

特別功労者表彰を受ける渡部秀勝氏
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【
自
治
功
労
者
表
彰
】

渡
部
　
秀
勝
さ
ん

小
野
　
和
夫
さ
ん

菊
地
　
清
一
さ
ん

早
坂
　
文
也
さ
ん

岡
田
　
孝
一
さ
ん

小
野
　
宏
さ
ん

青
柳
　
孝
一
さ
ん

【
産
業
経
済
功
労
者
表
彰
】

市
川
　
泰
さ
ん

安
食
　
輝
敏
さ
ん

柿
﨑
　
三
男
さ
ん

矢
口
　
信
一
さ
ん

松
坂
　
雄
一
さ
ん

【
保
健
・
民
生
功
労
者
表
彰
】

伊
藤
　
一
さ
ん

阿
部
　
忠
一
さ
ん

松
田
　
洋
一
さ
ん

大
山
　
篤
さ
ん

長
澤
　
喜
一
さ
ん

田
中
　
明
美
さ
ん

【
善
行
功
労
者
表
彰
】

真
下
　
清
美
さ
ん

【
村
制
70
周
年
記
念

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
賞
者
】

柿
崎
　
日
向
さ
ん

早
坂
　
実
来
さ
ん

八
鍬
　
美
玖
さ
ん

記念メッセージを発表する西嶋優平さん記念メッセージを発表する西嶋優平さん記念メッセージを発表する矢口陽翔さん記念メッセージを発表する矢口陽翔さん

2016

　

３
月　
新
庄
・
最
上
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定

2017

　

４
月　

小
中
一
貫
教
育
学
校
「
戸
沢
小
学

校
・
戸
沢
中
学
校
」
開
校

　　
　
　
「
み
ん
な
で
す
っ
ぺ
！
健
康
づ
く
り
」

開
始

　

10
月　
第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会　

準
優
勝

　

11
月　
第
30
回
東
京
戸
沢
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
物

産
市

2018

　

4
月　
新
戸
沢
保
育
所
開
所

　

7
月　
新
庄
古
口
道
路
（
津
谷
～
古
口
）
開

通

　

8
月　
豪
雨
災
害
発
生

2019

　

4
月　
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
危
機
管
理
室
を

創
設

　　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
所

2020

　

4
月　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
本
部
設
置

　　
　
　
と
ざ
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
開
所

　

6
月　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
さ
ぁ
ー

べ
」
開
所

　

7
月　
豪
雨
災
害
発
生

　

12
月　
ぽ
ん
ぽ
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

2021

　

3
月　
第
5
次
戸
沢
村
総
合
計
画
策
定

　

4
月　
義
務
教
育
学
校
「
戸
沢
学
園
」
開
校

式

2022

　

4
月　
子
育
て
応
援
住
宅
入
居
開
始

　　
　
　
保
育
所
を
教
育
委
員
会
へ
移
管

2023

　

9
月　
と
ざ
わ
ん
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

2024

　

7
月　
豪
雨
災
害
発
生

　

10
月　
応
急
仮
設
住
宅
が
完
成

　

12
月　
新
庄
古
口
道
路
全
線
開
通
式

2025

　

1
月　
危
機
管
理
課
を
創
設

　

4
月　
集
団
移
転
対
策
室
を
創
設

　

９
月　
日
韓
親
善
韓
国
音
楽
会
開
催

　

10
月　
村
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

村制施行70周年記念特別功労者表彰一覧

戸
沢
村
村
制
施
行
６
０
年
～
７
０
年
の
あ
ゆ
み
（2016

～2025

）
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地方交付税
34億1,395.5円
（52.4%）

地方交付税
34億1,395.5円
（52.4%）

繰入金
5億8,986.6万円
（9.0%）

繰入金
5億8,986.6万円
（9.0%）

県支出金
5億2,881万円
（8.1%）

県支出金
5億2,881万円
（8.1%）

繰越金
3億9,668.4万円
（6.1%）

繰越金
3億9,668.4万円
（6.1%）

国庫支出金
5億1,694.2万円
（7.9%）

国庫支出金
5億1,694.2万円
（7.9%）

村債
2億7,950万円
（4.3%）

その他
4億2150.5万円
（6.5%）

その他
4億2,105.5万円
（6.5%）

歳入
65億2102.8万円

村税
3億7,376.5万円
（5.7%）

村税
3億7,376.5万円
（5.7%）

議会費 6,457.8万円（1.2%）

民生費
9億2,415.4万円
（17.6%）

民生費
9億2,415.4万円
（17.6%）

総務費
8億9,861.3万円
（17.1%）

総務費
8億9,861.3万円
（17.1%）

公債費
7億2,868.7万円
（13.9%）

公債費
7億2,868.7万円
（13.9%）

災害復旧費
6億8,576.4万円
（13.1%）

災害復旧費
6億8,576.4万円
（13.1%）

農林水産業費
4億4,470.6万円
（8.5%）

農林水産業費
4億4,470.6万円
（8.5%）

土木費
4億5,520.7万円
（8.7%）

土木費
4億5,520.7万円
（8.7%）

教育費
4億3,401.6万円
（8.3%）

教育費
4億3,401.6万円
（8.3%）

労働費 1,001万円（0.2%）

商工費 8,849.3万円（1.7%）
消防費

1億5,185.2万円（2.9%）
衛生費

3億6,606.3万円
（7.0%）

衛生費
3億6,606.3万円
（7.0%）

歳出
52億5214.4万円

一般会計
　令和６年度の歳入歳出決算が、村議会９月定例会において承認されました。村民
の皆さんに納めていただいた税金や地方交付税など村に入ってきたお金（歳入）と
それがどのように使用されたか（歳出）についてお知らせします。

　村の歳入は、対前年度
比10億9,591万9千 円 増
の65億2,102万8千 円 と
なりました。
　村税の収入は、対前年
度 比2,145万5千 円 減 と
なり、また、村の主要財
源である地方交付税は、
対前年度比8億2105万8
千 円 増 の34億1,395万5
千円となりました。

　村の歳出は、対前年度
比2億2，371万9千 円 増
の52億5,214万4千 円 と
なりました。
　歳出の中で、最も多く
の割合を占める民生費は、
前 年 度 比8,530万9千 円
増の9億2,415万4千円と
なりました。

令和６年度の戸沢村決算額を報告します令和６年度の戸沢村決算額を報告します

※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合があります。※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合があります。
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令和６年度の主な事業　
　令和６年度に行われた戸沢村の事業に関して、どのようなものがあり、どれくらいのお金が使われたのかを紹
介します。
○ふるさと納税事業　【2,890万7,233円】
　納税件数2,663件、納税額5,496万9千円をご寄附いただきました。
　企業版では、納税件数10件、納税額2,200万円をご寄附いただきました。
○旧古口小学校跡地宅地造成事業　【4,073万2,000円】
　第５次戸沢村総合計画に基づく、定住・子育て環境の整備と旧古口小学校跡地の有効活用として、移住定住促
　進に向け、排水構造物工や下水管布設工などの宅地造成工事を実施しました。
○ぽんぽ館運営事業　【4,340万6,717円】
　村民の健康推進施設であるぽんぽ館の維持と補修、駐車場側溝整備や送迎車両の整備を実施しました。
○モモカミの里運営事業（高麗館・道の駅）　【2,401万3,799円】
　日韓友好の村高麗館及び道の駅を含めたモモカミの里眺河の丘の維持と補修、男子トイレの改修、経年劣化箇
　所及び備品等の更新を実施しました。
○バス運行委託事業　【1,189万670円】
　『いきいき百年の里線』利用者　2,862人 『やまなみロード線(村営路線バス)』利用者　2,431人
○水利施設等保全高度化事業　【1,235万3,320円】
　鮭川を水源としている戸沢地区県営ほ場整備地区、塩水坂地区、名高上ノ山地区、塩ノ沢地区へ供給している
　水利施設の補修、更新と併せて、水利施設を再編し、農業用水の効率化・省力化を図っています。
○とざわ応援商品券配布事業　【2,714万円】
　とざわ応援商品券を１人に１冊（7,000円分）配布しました。　配布数：3,948冊
○村道除雪対策事業　【1億7,749万2,746円】
　北部・中部については直営、南部については民間委託により村内冬季交通の確保を図りました。
　•除雪延長　81.5km（除雪率74.0％）　•除雪サポート補助金　３件　•除雪機械購入　１台
○持家住宅整備促進事業　【693万5,000円】
　村内における居住環境の整備と景気浮揚対策として、41件の補助申請があり活用を図りました。
○学校給食無償化事業　【1,513万4,756円】
　保護者の経済的負担を軽減し子育てを推進するため、学校給食費を無償化しました。
○物価高騰対応重点支援給付金事業・定額減税補足給付金（調整給付）給付事業【5,678万円】
　物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯
　に対して給付金を支給しました。また、納税者本人と扶養家族を対象として定額減税しきれなかった方に定額
　減税補足給付金（調整給付）を給付しました。

公営企業会計

特別会計 　特別会計は、国民健康保険など、特定の収入をもって特定の支出に充てるための
もので、一般会計と区別する必要がある会計のことをいいます。

　公営企業会計とは、上水道や下水道など事業収入を主な財源として、独立採算の
原則により特定の事業を経理する会計のことをいいます。

区分 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 簡易水道事業会計 下水道事業会計

歳入 1,271万5,835円 6,396万5,719円 7億7,166万4,684円 収益的収入
2億69万4,255円
資本的収入
6,097万3,900円

収益的収入
1億9,623万7,218円
資本的収入
1億4,861万5,000円

歳出 1,206万5,170円 6,304万2,983円 7億5,393万7,475円 収益的支出
2億481万6,614円
資本的支出
1億1,446万3,622円

収益的支出
2億213万6,171円
資本的支出
1億5,762万605円
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村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

今月の一枚今月の一枚今月の一枚今月の一枚

　10月２日（木）ニューグランドホテル新庄にて、「第
３回りんどうサミットin山形」が開催され、全国各地か
ら約150名のりんどう生産者が一堂に会し、圃場視察や
情報交換を行いました。サミットでは、斉藤光夫（十二
沢）実行委員長が「全国の仲間と交流を深め、有意義な
サミットにしましょう」とあいさつし、開催を宣言しま
した。また、全国各地で生産されたりんどうの展示も行
われ、生産者同士で品評する姿も見られました。

　内閣総理大臣より、戸沢村消防団が防災功労者として
表彰され、９月18日（木）役場にて、加藤村長が木村
消防団長より報告を受けました。
　この度の表彰は、昨年７月の豪雨時において、消防団
員が一致団結し、人命救助と村民の安全確保、人的被害
の軽減にあたったことが評価され、受賞となりました。
加藤村長からは「常日頃からの組織的な活動と災害時の
協力に感謝いたします」との言葉がありました。

　令和７年９月定例会にて新教育委員として大友由里子
氏（古口）が選任され、10月１日（水）役場にて辞令
が交付されました。
　任期は、令和７年10月１日から令和11年９月30日ま
でとなっております。

　戸沢村の教育の推進のため、よろしくお願いします。

　10月14日（火）役場にて、秋のたばこ販売促進会議が行わ
れました。
　山形県たばこ販売協同組合新庄支部の推薦を受け、村の税収
入に寄与された功績に敬意を表し、岡村商店様に村から感謝状
と記念品が贈呈されました。会議終了後には、美化活動として
組合員の方々による船番所周辺のゴミ拾いも行われました。
　令和６年度のたばこによる税収は28,446千円で皆様の暮ら
しに大きく役立てられています。
　たばこ税は村の重要な財源です。お求めの際は村内販売店で
購入をお願いいたします。

大友由里子氏を教育委員会委員に選任

岡村商店様に感謝状

第３回 りんどうサミットin 山形  開催

内閣総理大臣より消防団が表彰
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　10月11日（土）、戸沢学園にて校内相撲大会が開催さ
れました。
　当日は１年生から６年生までの児童が参加し、白熱し
た取り組みが繰り広げられました。
　高学年の堂々とした横綱土俵入りや三役揃い踏みが披
露され、会場からは大きな合いの手が送られました。
　見ごたえのある取り組み一つひとつに、応援する児童
や保護者は大いに盛り上がりました。

　11月16日（日）に東京の講道館大道場で行われる、
第34回全国少年柔道大会に、戸沢学園５年生の安食知
洋さん（出舟）、阿部大輝さん（沢内）が出場します。
山形県大会個人戦で優勝、準優勝した選手で構成される、
山形県選抜チームとしての団体戦出場です。普段は優し
い笑顔の２人も柔道家あこがれの講道館での試合を前に、
気持ちを引き締め稽古も熱心な様子です。
　地域の皆さま、応援よろしくお願いいたします。

戸沢学園　校内相撲大会

全国の舞台へ！

～すきま時間で体を動かそう～ その④

すきま時間のたった数分でも、体を動かす習慣が身につけば日常の運動量が自然に増え、運動不足の
解消に繋がります。
無理のない範囲で室内でも行える運動を習慣化していきましょう♪

①転倒予防（筋力アップ）

　１、肩幅ぐらいに足を開いて、つま先はやや外側に向ける。 
　２、５秒以上かけてゆっくり座る。
　　　５秒以上かけてゆっくり立ち上がる。

　　交互に１セット10回で１日２～３セット

②腹部の運動

　１、椅子に腰かけ腰に手を当て、ゆっくり息を吸う。 
　２、息を吐きながらゆっくり右に傾く。
　３、正面に戻ってゆっくり息を吸う。
　４、息を吐きながらゆっくり左に傾く。 

　　１セット３回、１日３セット
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11月の主な行事予定
２５日（火）　総合教育会議

２６日（水）　７市町村合同

　　　　　　　　　特別支援教育講座

　１日（土）　戸沢学園文化祭

　２日（日）　芸文祭

１２日（水）　ミニクラブ（３年生）

　9月12日（金）、村健康福祉課との共催で「SOSの出し方講座」を開催しました。講師に山形県立保健医
療大学看護学科 教授 看護学科長 安保 寛明 氏をお迎えし、戸沢学園中等部全生徒を対象に心に負担を感じた
ときに、どうしたらよいのかお話ししていただきました。
　安保先生は、心が危機にさらされている時を紙風船にたとえ、「へこん
だ紙風船はリズムよく弾めば回復していきますが、空気がほとんど入って
いない紙風船は、弾まないので回復しません。一人では回復できないので
す。これと同じように、脳と心が疲れているときは、誰かの助けが必要で
す。」とお話ししてくださいました。　
　ピンチの時には、誰かの力を借りる大きなかぶ大作戦がいい、気持ちを
打ち明けるときには、3人・3か所がよいなど、具体的な方法も教えてい
ただきました。初めは表情がかたかった子どもたちですが、安保先生の温
かい言葉がけもあり、どんどん話に引き込まれていきました。
　子どもたちが自分の思いを言葉にでき、自分を大事にしながら成長でき
るように、これからも関係機関と連携して取り組みを進めるとともに、大人向けのSOS受け止め研修会の開
催も検討していきたいと考えています。

　10月 5 日（日）青少年健全育成村民会議と戸沢学

園PTA連絡協議会主催で「とざわげんきまる祭」が開

催されました。

　昨年に引き続き、楽しく体験することをテーマに戸

沢学園中等部によるたこ焼き屋さん、高ボラSTAFF

によるお好み焼き屋さんをはじめ、様々なブースが開

かれました。体育館ではモルック体験のほか射的・型

抜き・空き缶積みなどの昔懐かしい縁日体験が行われ

ました。また、今年は新たに社会福祉協議会の協力で

赤い羽根共同募金活動や助け合いゲームなども行いま

した。

　ハロウィンの仮装で記念撮影ができるフォトブース

や消防車や救急車、農業のトラクターなどのはたらく

くるまの展示、消防団による非常食の試食など、昨年

以上に盛り上がりました。

げんきまる祭を開催しました
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大人も知らないみのまわりの謎大全／ネルノダイスキ
•なぜハトは首をふって歩くのか
•下水をきれいにする方法は？
•ビルの入り口にある「定礎」とい

う石の正体は？
これを読めば、日常のあらゆるも
のに興味がわき、世界を見る目が
変わるかもしれません！

８番出口／川村　元気
ゲームクリエイター、KOTAKE CREA
TE氏によって2023年に制作され、累
計180万ダウンロードを記録した世界
的大ヒットゲーム「8番出口」をもとに
した小説です。映画の監督と脚本を務
めた川村元気氏の書き下ろし作品です。

イラストをそれっぽく描くコツ／９６こげ
日常がちょっと楽しくなる、背伸びし
ないお絵描きのはじめ方！
徹底的にハードルを下げた、「最低限
伝わる」イラストの描き方が紹介され
ています。イラストを「それっぽく」
描くコツを知って、楽しいお絵描きラ
イフをはじめませんか？

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.152vol.152

日 月 火 水 木 金 土

　
　 　 　

　 　
11/1

午前

2

休館

3

休館

4 5 6

夜間

7

夜間

8

午前

9

休館

10 11 12 13

夜間

14

夜間

15

午前

16

休館

17 18 19 20

夜間

21

夜間

22

午前

23

休館

24

休館

25 26 27

夜間

28

夜間

29

午前

30

休館

　 　
　 　 　 　

開館時間 ： 月・火・水　9：00～17：00
　　　　　  木・金　　　9：00～19：00
　　　　　  土　　　　　9：00～12：00

移動図書室（保育園）：11月19日（水）15:30～16:30

移動図書室（役場）：11月26日（水）13:30～15:30

今月は、戸沢村在住
ペンネーム半熟ゆで玉子さん
の推し本です☆

タイトル：シルバー川柳２
　　　　　「アーンして」
　　　　　　　　むかしラブラブ　　いま介護
作 者 名：社団法人全国有料老人ホーム協会
　　　　　　　　　　　　　＋ポプラ社編集部編
コメント：この本は日本全国からの公募により集め

られた作品の中から入選作を収められた
本です。笑えます。なぜかうなづけます。
物語が見えます。前向きな気持ちにもな
れます。年を重ねるごとに「たくましさ」
も感じられます。

　　　　　「たちあがれ　
日本じゃなくて　足と腰」　（一部抜粋）

☆第37
回☆

毎月最終水曜日は

大人向け移動図書室。

ぜひご利用ください。



●10 ●

村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村



●11●

2 0 2 5 . 1 1 . 1  N o . 6 4 8

令和８年度　会計年度任用職員を募集します

令和７年度戸沢村職員採用試験のお知らせ【追加募集】

募集職種 募集人数 資格等の条件 勤務場所

一般事務

一般事務 14人程度 パソコン表計算、文書作成等が
できる方　　　　　　　　　　

本庁または
中央公民館

医療事務 １人程度 医療事務資格を持つ方 中央診療所

児童クラブ ４人程度 　 中央公民館

技能員 １人程度 　 中央公民館

保育補助 ２人程度 　 戸沢保育園

保育士 11人程度 保育士資格を持つ方 戸沢保育園

調理員 ４人程度 調理師資格を持つ方 戸沢学園または
戸沢保育園

運転手 １人程度 大型自動車運転免許を持つ方 本庁

事務補助及び清掃業務 ２人程度 障がい者の雇用 本庁または
戸沢学園

※戸沢村教育委員会が任用する「教育支援講師」（保育士・教員免許有資格者程度）の募集はハローワークを
通じて共育課への応募となります。受付期間は同じですが、面接試験については教育委員会より後日連絡い
たします。

○任用期間　 令和８年４月１日から令和９年３月31日まで
○応募方法　 戸沢村役場2階総務課総務係に募集要項及び申込書を準備しています。
　　　　　　 また、戸沢村役場HPにも掲載していますので、ダウンロードしてご使用ください。
○受付期間　 令和７年11月４日（火）から11月17日（月）（平日9：00～ 17：00）
○選考方法及び結果通知　
　面接試験による選考とし、日程については応募された方に後日通知します。
　（11月下旬予定）
　選考結果については、12月中を目途に通知する予定です。
○申込み・問合わせ先　 戸沢村総務課　☎0233-72-2111

試験区分 職務内容 受験資格 採用人数

初級行政 一般行政に関する
業務等

平成２年４月２日以降に生まれた方で、令和８年３月
31日までに高等学校を卒業もしくは卒業見込みの方 若干名

保 健 師 保健に関する業務 昭和60年４月２日以降に生れた方で、採用予定年月日
において保健師免許を保有または取得見込みの方 若干名

【第１次試験】　　令和７年11月29日（土）　戸沢村役場　
○受 付 期 間　 令和７年11月1日（土）9：00から11月14日（金）17：15まで
○申込み方法　 公務員求人サイト「パブリックコネクト」から　　
※募集要項は、戸沢村役場総務課において配布するほか、戸沢村ホームページ
　及びパブリックコネクトの戸沢村職員求人ページに掲載します。
○問 合 せ 先　 戸沢村総務課　☎0233-72-2111

詳しくはこちらから

詳しくはこちらから



●12 ●

村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

令和８年度戸沢村立戸沢保育園入園児募集要項
施 設 名 戸沢村立戸沢保育園

定　　員 160名（０歳児10名、１歳児から５歳児　各30名）

入
　
園
　
申
　
込

申込期間 令和７年11月４日（火）から令和７年11月28日（金）まで
※令和８年４月より、入園を希望される方は上記期限内に申込み下さい。

申込場所 共育課（戸沢村中央公民館）　または　戸沢保育園

対象児童

５歳児（令和２年４月２日から令和３年４月１日生）
４歳児（令和３年４月２日から令和４年４月１日生）
３歳児（令和４年４月２日から令和５年４月１日生）
２歳児（令和５年４月２日から令和６年４月１日生）
１歳児（令和６年４月２日から令和７年４月１日生）
０歳児（令和7年４月２日から　※生後８ヵ月以降入園可能）

提出書類 ●「支給認定申請書（入所申込書）」
●保育を必要とする理由を証明する書類

面
　
談

日　　時
【０・１歳児】令和７年12月９日（火）　13時30分から15時30分
【２・３歳児】令和７年12月10日（水）　13時30分から15時30分
【４・５歳児】令和７年12月12日（金）　13時30分から15時30分

場　　所 戸沢保育園

問い合わせ 共育課　電話：0233-72-3242　／　戸沢保育園　電話：0233-29-8670

 •申請書は、共育課窓口で11月４日（火）より配布します。（ H P からのダウンロードも可能です）
 •期間内に申込みされた方には、上記日程で面談日時を通知いたします。
 •令和７年９月30日時点で戸沢村に住所を有している方で、戸沢保育園へ入園していないお子様がいるご家庭へ
　 は必要書類を郵送しております。
 •現在入園されている園児で、引き続き保育園を利用される場合は申込みの必要はありません。

令和８年度戸沢村放課後児童クラブ利用児童募集要項
施 設 名 戸沢村放課後児童クラブ

定　　員 40名

利
　
用
　
申
　
込

申込期間 令和７年11月４日（火）から令和７年11月28日（金）まで
※令和８年４月より、新規利用を希望される方は上記期限内に申込み下さい。

申込場所 共育課（戸沢村中央公民館）　または　戸沢村放課後児童クラブ

対象児童 •戸沢学園１年生から４年生までの児童で、保護者等が放課後家庭にいない児童
※家庭の状況などによっては５・６年生の児童もご利用いただけます。

提出書類
●戸沢村放課後児童健全育成事業利用申込書
●戸沢村放課後児童健全育成事業利用申込関係調書
●就労証明書

問い合わせ 共育課　電話：0233-72-3242　／　戸沢村放課後児童クラブ　電話：0233-32-0072

 •申請書は、共育課窓口及び放課後児童クラブで11月４日（火）より配布します。（HPからのダウンロードも可
　 能です）
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在宅医療チームで支える在宅看取り

排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ

戸沢村村制施行70周年記念【真下慶治 油絵展】平和と復興と歴史を… 真下慶治 最上川を描く

11 月は児童虐待防止推進月間です

○日　時　 令和７年12月３日（水）18時～ 20時　　　○申込期日　 令和７年11月21日（金）まで
○場　所　 ゆめりあ２Ｆホール「アベージュ」（集合形式）
　　　　　 サテライト開催：とざわふれあいセンター（オンライン形式）
○対　象　 最上地域にお住まいの方　※参加費無料
○内　容　 ① 講演「自分らしく生きる～在宅看取りの現状より～」　講師：土田医院院長　土田　秀也　先生
　　　　　 ② 事例発表（薬剤師・訪問看護師・ケアマネージャー）
○問合せ先・申込み先　 戸沢村健康福祉課　　　　　　☎0233-72-2364
　　　　　　　　　　　 戸沢村地域包括支援センター　☎0233-32-0661

　山形県下水道協会に登録している責任技術者で、登録の有効期限が令和８年３月31日までの方は、現在所属
している指定工事店所在地の市町村で更新手続きが必要です。
○該　当　者　 登録有効期限が令和８年３月31日までの方
○必要な手続き　
　①  登録更新の申請（更新該当者には10月下旬に山形県下水道協会事務局より申請案内を送付しています）
　②  更新講習会の受講（インターネットを利用した e ラーニング方式での講習となります）
○更新申請期間　 令和７年11月４日（火）～ 11月28日（金）
○申請受付場所　 戸沢村建設水道課　☎0233-72-2547

　戸沢村出身の洋画家、真下慶治画伯の作品を展示いたします。
　雄大な最上川や四季折々の自然を描いた作品を通じて、画伯の世界観に触れてみませんか。
○日　　時　 令和７年11月17日（月）～ 21日（金）　午前９時～午後４時
○会　　場　 戸沢村役場２階第二応接室および３階312会議室
○問合せ先　 戸沢村総務課　☎0233-72-2117　　　　　　　　ぜひ、この機会にご鑑賞ください！

　山形県では虐待の認定件数は、令和元年度以降年間600件を超える高い水準で推移しています。虐待を防ぐ
ためには、早い段階での発見と対応が大切です。「虐待されて（して）いるかも」と思ったら、ためらわずに
連絡してください。その行動が子どもを虐待から守るための大きな一歩になります。
　【虐待かもと思ったら以下の機関へご相談ください】
○児童相談所全国共通ダイヤル
　☎189（いちはやく）　お近くの児童相談所につながります。
○戸沢村健康福祉課
　☎0233-72-2364　受付時間８時30分～ 17時15分　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）

マイナンバーカード延長・休日窓口やっています（事前予約制）

•毎週水曜日	 午後5時15分～午後 7時00分

•11月30日（日）	 午前9時00分～午前12時00分

　　ご予約はお電話かＱＲコードからお願いします。

　　　　https://logoform.jp/f/mvNgP

•ご予約・問合せ先　 戸沢村住民税務課　☎0233-72-2326
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みんなですっぺ！健康づくり
令和7年11月戸沢村保健センター予定表

月 火 水 木 金
3 4 5 6 7

午前
休館日

○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○

10 11 12 13 14
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
17 18 19 20 21

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

24 25 26 27 28
午前

休館日
○

休館日
○

休館日
午後 ○ ○

午前（8：30から12：00）午後（13：00から17：00）

11 ／７（金）16：00 ～ P C スマホなんでも相談
•健診などで保健センターが利用できない日は
　各所へ出前講座も行います。
【問合せ先】包括支援センター　☎0233-32-0661
　　　　　　保健センター　　　☎0233-72-3468

秋季農業用廃ビニール類の一斉回収について

みんなですっぺ！健康づくり

「 InBody 測定会」

回収日程
　１１月１８日（火）

▶戸沢地区　神田ライスセンター　　　午前　９時００分から１0時３０分まで　

▶古口地区　真柄集荷場前　　　　　　午後　０時３０分から　１時１０分まで

▶角川地区　農村環境改善センター　　午後　１時３０分から　２時００分まで

　上記日程のうち、各位の都合のよい時間と場所を選んで運搬ください。上記の期日以外は回収いたしませ
んので、それ以外は全額自己負担で産業廃棄物処理業者に処分を依頼してください。

　○回収処理費用の負担金について　　•農家負担金は廃ビニール類１㎏あたり税込み２６円
　　　　　　　　　　　　　　　　　•育苗類箱は１枚あたり２６円といたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　•負担金は、回収時に重量を計測しますので現金でお支払い願います。
※回収するのは、農業用ビニール、ポリ、肥料袋、育苗箱、農薬プラビン、等です。
○気を付けて頂きたい点　　•廃ビニール類についた泥などを落として、できるだけ軽くしましょう。
　　　　　　　　　　　　　•野菜くずや針金が入らないようにしましょう
　　　　　　　　　　　　　•運搬しやすいように肥料袋に入れたり小さく束ねましょう。
※ビニールハウス、畦マルチ、シートマルチ等農業用ビニール類は、使用済になると法的に処分しなければな

らない「産業廃棄物」になります。不法投棄や野焼き等、不適切な処理は法令により禁止されています。適
正に処理し自然環境を守りましょう。

○問合せ先　 もがみ中央農協戸沢営農センター　☎0233-72-2104

［日時］　11 月 13 日（木）～ 14 日（金）

9：30 ～ 11：30

［場所］　戸沢村保健センター

　日々の生活改善には「今の自分」を知ること

　が一番です。

　「どんな運動がよいか分からない。」

　「効果的な運動が知りたい。」など、

　ご自身の健康管理にぜひご利用ください。

　〈問合わせ先〉
　　保健センター（田中）
　　電話番号0233-72-3468
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　県議会では、それぞれの地域の課題等について地元県議が審議を行う地域議員協議会を各総合支庁において
開催します。県議会の活動を身近で傍聴できる良い機会ですので、傍聴を希望される方は、当日会場でお申込
みください。※参加費無料
　
【最上地域】
○日　　時　 令和７年11月21日（金）　14時00分～（受付13時30分～）
○場　　所　 最上総合支庁　講堂　
○問合せ先　 山形県議会事務局議事調査課　☎023-630-2841

　資格や経験を問わず、福祉のしごとの魅力に触れることができるさまざまな企画をご用意しています。福祉
の世界に興味のある方ならどなたでも安心してご参加下さい。※入場無料　服装自由　事前申込み不要
　
○日　　時　 令和７年11月18日（火）　12時00分～ 15時30分
○会　　場　 ハローワーク新庄（新庄市東谷地田町6-4）　　
○対 象 者　 福祉のしごとに関心のある方ならどなたでも
○内　　容　 •トークショー「カイゴのしごとの いま と これから ～カイゴはあなたの輝く場所に～」
　　　　　　 •福祉関連事業所との就職面談会　　　　•介護のしごと体験コーナー
　　　　　　 •各種相談コーナー　　　　　　　　　　•カイゴプライド動画上映
○問合せ先　 ハローワーク新庄　☎0233-22-8609　　　県福祉人材センター　☎023-633-7739

山形県最低賃金
　効力発生日　令和７年12月23日

時間額　1,032円（77円アップ）
　この最低賃金は、山形県内で働く全ての労働者に適用されます。

○問合せ先　
　山形労働局労働基準部賃金室　☎023-624-8224　または最寄りの労働基準監督署

　令和７年度税制改正により、所得税の「基礎控除」や「給与所得控除」に関する見直し、「特
定親族特別控除」の創設が行われました。
　これらの改正は、原則として、令和７年12月１日に施行され、令和７年分以後の所得税につい
て適用されます。
　このため、令和７年12月に行う年末調整など、令和７年12月以後の源泉徴収事務に変更が生じ
ます（令和７年11月までの源泉徴収事務には変更が生じません）。
　
○所得税の基礎控除の見直し等に関する特設サイト
　https://www.nta.go.jp/users/gensen/2025kiso/index.htm
○問合せ先　 新庄税務署　☎0233-22-5111

地元選出の県議会議員による地域議員協議会を開催します

福祉のしごと就職フェア i n 新庄

【山形県最低賃金が改正されます！】

令和７年度税制改正による所得税の基礎控除の見直し等について
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○日　　時　 令和７年11月９日（日）午後２時開演（午後１時15分開場）
○開催場所　 新庄市民文化会館大ホール
○入場料金　 一般700円、中高生500円（小学生以下無料）
○内　　容　 楽団創立50周年を記念し、客演指揮に 武田 晃 氏（新庄市出身）を迎え、新庄に縁のある曲や吹
　　　　　　 奏楽の名曲を演奏します。
○問合せ先　 新庄吹奏楽団事務局　☎090-5841-7242

○開催日時　 令和７年11月14日（金）午後６時30分開演　　　○場　　所　 遊学館ホール（山形市）
○内　　容　 憲法講演会「戦後80年と憲法」（講師：長谷部 恭男 教授）
○そ の 他　 参加費無料。申込み不要。直接ご来場ください。
○問合せ先　 山形県弁護士会事務局　☎023-622-2234　fax：023-635-3685

　保育士として再就職を考えている方、保育の仕事に興味のある方、ぜひご参加ください。
○日　時　 令和７年12月５日（金）13時00分～ 15時50分　　　○参加料　 無料
○会　場　 ハロワーク村山（村山市楯岡五日町14-30）
○内　容　 •講演「子育て中の保育士が多いってホント？　～保育の現場教えます～」
　　　　　 •実技「遊びを体験しよう！」
　　　　　 •ミニ面談会
○参加者　 保育のお仕事に興味のある方、保育士として就職（再就職）を考えている方。
○申込み・問合せ先
　山形市小白川町2丁目3-30　山形県福祉人材センター（山形県社会福祉協議会）☎023-633-7739

　期間中は、国税庁ホームページ内に『これからの社会に向かって』をテーマとした特設ページを設け、国税
庁の各種取組を紹介するほか、X（旧Twitter）の国税庁公式アカウント「＠NTA_Japan」において「税を
考える週間」に関する情報を発信します。また、12月17日～ 12月24日は、ゆめりあストリートギャラリーにて、
税に関する作品展を開催予定です（中学生の「税についての作文」、税に関する高校生の作文入選作品を展示
予定）。
　この機会に『税』について考えてみませんか。詳しくは、
国税庁ホームページをご覧ください。
　
○問合わせ先　 新庄税務署　☎0233-22-5111（音声案内「２」）

○実施期間　 令和７年６月２日～令和８年２月20日　　　○体験日数　１日　　　○参 加 料　 無料
○対 象 者　 福祉・保育の仕事に興味があり、就労を考えている方または福祉の仕事に興味のある学生
○仕事内容　 施設、事業所の見学や職員との交流
　　　　　　 利用者との交流（話し相手、行事への参加等）
　　　　　　 日常業務の体験（配膳、下膳、清掃）など
○体 験 先　 福祉施設事業所（介護、障がい、児童分野）
○申込み・問合せ先
　山形市小白川町2丁目3-30　山形県福祉人材センター（山形県社会福祉協議会）☎023-633-7739

新庄開府400年記念　新庄吹奏楽団創立50周年記念定期演奏会

憲法講演会　開催について

保育のお仕事　就職・再就職応援セミナー

11月11日（火）～ 11月17日（月）は「税を考える週間」です

「福祉の仕事職場体験事業」実施中！

国税庁 e-Taxキャラクター
イータ君
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１．募集人数および受験資格要件等
　①募集人数　　　１名
　②受験資格要件　自動車普通免許(AT限定可)を持つ方。
　　　　　　　　　子育て経験を有する方。パソコン表計算・文書作成ができる方。
　③職務内容　　　子育て支援センター運営及び社会福祉関連業務
　④次のいずれかに該当する方は受験できません。
　　Ａ，禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行をうけることがなくなるまでの方
　　Ｂ，日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党、その他の団体を結
　　　　成し、又はこれに加入した方
　⑤勤務場所まで通勤可能な方
　
２．勤務場所　 とざわふれあいセンター（旧古口保育所）
　　　　　　　 戸沢村大字古口１９９番３　
　
３．勤務条件　 ①勤務日及び勤務時間　週5日（原則月～金曜日）　8：30 ～ 16:30
　　　　　　　 ②給　与　（戸沢村社会福祉協議会有期雇用職員の給与規定に準ずる）
　　　　　　　 ③各種手当　通勤手当、時間外手当など
　　　　　　　 ④休日等　土・日・祝（イベント開催時は振替）夏季休暇3日
　　　　　　　　　　　　 年末年始休暇（12/29―1/3）年次有給休暇あり
　　　　　　　 ⑤社会保険・雇用保険完備。
　　　　　　　 ⑥福利厚生　健康診断料助成、福利厚生センター加入
　　　　　　　 ⑦雇用期間　令和８年４月１日～令和９年３月３１日
　　　　　　　　　　　　　 ※雇用期間は１年間とします。
　
４．募集期間　 令和７年11月７日～令和７年11月20日（必着）
　　受付時間　 午前９時から午後５時（土日祝日を除く）
　
５．応募方法
　　「申込書」を記入の上、当会へ郵送または持参。申込書は当会に準備しています。

【提出先】〒999-6401　戸沢村大字古口１９９番３　戸沢村社会福祉協議会
　
６．選考方法及び結果通知
　　書類選考及び面接試験による選考とする。面接日は応募された方に後日通知。
　　選考結果については、試験後２週間を目途に通知予定。
　
７．採用時期　 令和８年４月１日
　
８．そ の 他　 有期雇用職員には、地方公務員法に規定される服務に関する規定（服務の宣誓、信用失墜
　　　　　　　 行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務等）が適用されます。
　
９．問合せ先　 戸沢村社会福祉協議会　℡ 0233―72―2112　（担当：八鍬）

戸沢村社会福祉協議会　有期雇用職員募集要項



村の人口と世帯
（9月末現在） 3,765人（－8人）〈男1,798人（－4人）、女1,967人（－4人）〉1,497世帯（－2世帯）※（  ）内の数値は、8月末との比較
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